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空見上げると澄みわたり、目をそばめると清い花。周りには豊穣の山 

がごろごろと・・・。「天高く馬肥ゆる秋」「食欲の秋」「読書の秋」な 

ど、多くの呼ばれ方のする秋。いずれにしましても、日本人には極め 

て喜ばしい、お月様でウサギが餅つきをしているような、それを見た 

人々が手をたたき踊り出さんばかりの「秋」が近づきつつあります。  

さて、皆様のご支援・ご協力の下に実施しております研修講座は、 

9 月５日現在、２９講座の内２２講座まで終了しております。この間、後志教育局、講師、外部

講師の皆々様の絶大なるお力を賜り、また授業提供にご理解を示されました校長先生をはじめ当

該校の教職員のご協力により、価値の高い講座を開設しているところであります。それは、終了

後実施のアンケ－ト結果にも現れるとともに、今年度から始めました「受講２か月後アンケ－ト」

にも講座内容が活かされている旨の回答があるからです。講師先生には、限りある時間の中で、

ご自分の貴重なお時間を削られ、「他者のために生きる」という精神を根幹に、講座内容の充実に

努めていただいております。思い起こすと、昨年末に講師をお願いし、講座実施日に至るまで、

少しでも受講者のお役に立ちたいと方策・方略を練り直し、講座開設に向かってくれております。 

例えば 100 のことを受講者に伝えようとする時、およそその 10倍の１０００以上のことま

で調べられております。だからこそ講師の姿が美しく映るのです。また、受講者の研修にかける   

動機も同様です。子ども達の幸せを強く願い、時間のやりくりで

講座を受講されています。受講者の姿も一際澄んで見える訳がよ

く理解できます。自分の人生はなかなか自分の思い通りにはなら

ず、預かりものに近いとも言われています。「他者のために生きる」

という姿は、まさに自己意識を解体し他者に対する恩返しの姿で

あります。だからこそ際立って美しく見えるのだと強く思います。 
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９日（火）食育     （寿都町立寿都小学校） 

１０日（水）読書活動    （後志教育研修センタ－） 

１６目（火）学習指導1日目 （兼ミニ道研） （後志教育研修センタ－） 

１７目（水）学習指導２日目（余市町立黒川小学校） 
２４目（水）国語科２日目 （寿都町立寿都中学校） 

※「学校と地域をつなぐ社会教育」研修講座は、１０月６日（月）に開催します 

 研修部長に 新 栄  裕  先生  決まる  

3 期半、7 年という長期にわたり貢献されました駒場 秀剛 研修部長（倶知安町立倶知安中学校   

主幹教諭）の後任に、倶知安町立倶知安小学校 教諭 新栄 裕 先生が決まりました。先生は調査研究

主事を2年間経験された後に、この役職を引き受けてくださいました。研修部長職は、当センタ－

運営の要であり、所管事項の数は膨大にあります。加えて北海道教育研究所連盟共同研究推進委員

も兼任し、多様な研修をお願いしております。 

また、今年度は「生活科・総合的な学習の時間」研修 

講座の講師もお願いし、「講師が新栄先生だから受講して 

おいで」と同僚に言われて参加した先生もおりました。 

それは先生が知的で人情に厚く際立って優れていること 

が管内に知れ渡っているからです。 

多摩大学大学院教授で元内閣官房参与の田坂広志氏の著書「知性を磨く」では、「知能」と「知

性」を次のように定義しています。「知能」とは「答えの有る問い」に対して、早く正しい答えを

見出す能力。「知性」とは「答えの無い問い」に対して、その問いを、問い続ける能力のことであ

ると書いています。特にこれからの時代は、正解の見えない問題が多く存在します。新栄先生を田

坂流に言えば、「知能と知性」の両方の能力を持ち合わせた先生であります。加えて先生は、各分

野における知性を統合して問題解決に至る力にめっぽう強く、研修部長職として判断する時の礎と

なっております。加えて、「徳あれば隣あり」と説く孔子みたいに、先生を訪ねて子どもたちがセ

ンタ－へ来たり、所員や教科の同志など、いつも先生の周りには人が集まります。徳の高い証拠で

あります。また、センタ－事業の改革にも積極的に意見を述べ提案をしてくれます。先生のセンタ

－における姿勢には、吉田松陰先生の時代を見越す鋭い視点と、生徒と同じに学ぶのであるという

謙虚さ、正しいと信じたらどこまでも突っ走る純粋さ、考えの違う人とも多く交わり大儀を成就し

ようとする責任感などを強く感じます。若き研修部長に期待の声が高まる一方であります。倶小か

らは新栄研修部長の他に、原田 益明 所員にもお世話になっております。土生 敏明 校長先生には

心より感謝しております。次号は調査研究主事 森山 将司 兼務所員をご紹介いたします。 

◆９月研修講座開講予定◆ （受講申込はいつでも可能です）     「ものづくり」 ↓ 

 

 

 

 

 


